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総長 光冨 徹哉

新年祖のご挨拶新年度のご挨拶

平素より、和泉市立総合医療センターの診

療・運営に格別のご理解とご高配を賜り、篤

く御礼申し上げます。貴院におかれましては

益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。地

域医療の質向上には近隣医療機関の皆様と連

携を密にすることが何より重要であると常々

考えております。

さて、新年度を迎えるにあたり、本院とし

ての役割と責任について改めて考えました。

特に、当院の特徴である、がん診療、呼吸器

疾患診療、難病医療においては、専門的な医

療を提供できる体制を一層強化していく所存

でございます。昨年は、多くの患者さんをご

紹介いただき、その責任の重さをあらためて

実感しております。今後も、皆様との緊密な

協力の下、最良最善の医療を提供できるよう

尽力してまいります。

また、生長会 府中病院が、泉大津市立病

院と再編・統合され新たに泉大津急性期メ

ディカルセンターとして泉大津市へ移転され

ました。これにより、和泉市立総合医療セン

ターの和泉市における役割はよりさらに重要

なものとなっております。地域の中核病院と

して、これまで以上に高度な医療を提供する

ことが求められており、その責務を果たすた

め、職員一同、倍旧の努力を続けてまいりま

す。さらに、秋には近畿大学病院の泉ヶ丘へ

の移転が予定されておりそれに伴う医療環境

の変化にも適切に対応出来るよう、気を引き

締めて望む所存でございます。

また、現在進めております増築棟の建設は、

2026年初頭の完成を見込んでおります。これ

により、診療機能の更なる充実を図ることが

可能となります。工事期間中は何かとご迷惑

をおかけすることと存じますが、何卒ご理

解・ご協力を賜りますようお願い申し上げま

す。

当院のビジョンは「地域から選ばれ、人が

集まる ナンバーワン医療 を目指します」で

す。地域の皆様に「選ばれる病院」であり続

けるために、引き続き診療体制の充実に務め、

患者さんの満足度向上に努めてまいります。

今後とも変わらぬご支援を賜りますよう、衷

心よりお願い申し上げます。



病院長 松下 晴彦

新年祖のご挨拶新年度のご挨拶

桜花爛漫の好季節、皆様方におかれまして

は、ますますご健勝のこととお慶び申し上げ

ます。令和6年度のご挨拶で触れました増築

棟の建築が進行しつつあり、令和8年の早い

時期に完成する予定となっております。

皆様の暖かいご支援により、当センターは

和泉市の中核病院としての責務を果たせてい

るものと自負しております。地域に密着した

医療を提供するのは市民病院の大きな役割で

はありますが、がん医療と難病医療の2分野

においては泉州地域全般の医療に責任を負っ

ております。というのも、当センターが国指

定のがん診療連携拠点病院と、大阪府の難病

診療連携拠点病院の指定を受けているからで

す。また、特別な指定を受けてはいないもの

の、泉州地域で十分な診療体制が構築されて

いない呼吸器領域においても、泉州全域から

多くの患者様を受け入れております。この3

領域は、昨年のご挨拶で申し上げましたとお

り、すでにがんセンター、難病センター、呼

吸器センターとして活動を開始しています。

もちろん、この3領域以外でも泉州地域全体

から患者様を受け入れており、令和6年の集

計では入院患者様の43％が和泉市外に在住し

ておられます。この事実は、当センターがす

でに広域医療を行うセンター病院となってい

ることを意味しており、実際、病床あたりの

医師数は大阪府下の公立病院では最も多く

なっています。

センター病院として高度な医療を提供する

ことは当然ですが、一方で、医学の進歩によ

り治療の選択肢が格段に増えているのも事実

です。患者様ご自身が治療を選択できる時代

が、すでに到来しています。医療は医師まか

せではなく、患者様ご本人が決定するのが理

想的ではあるものの、病気になるまで病気の

ことを考えたことがないという方も多いので

はないでしょうか。そこで、この手助けをし

てくれるのがACP（人生会議）です。当セン

ターは、今後ACPを積極的にサポートしてま

いります。どうか今年度もご支援のほど、よ

ろしくお願いいたします。



特任病院長 西岡 伯

新年祖のご挨拶新年度のご挨拶

平素より、当院の医療提供体制に対し、格

別のご理解とご協力を賜り、心より厚く御礼

申し上げます。

近年、少子高齢化や医療・介護需要の変化、

さらには新型コロナウイルス感染症を経た医

療提供体制の見直しなど、私たち医療・介護

機関を取り巻く環境は大きな転換期を迎えて

おります。そのような状況下において、当院

では引き続き「地域に根ざした質の高い医療

の提供」を使命とし、地域医療・介護機関の

皆さまと共に、住民の皆さまに安心と信頼を

お届けできる医療体制の強化に取り組んでま

いります。中でも、在宅医療ニーズの高まり

により、病院だけで完結する医療から、地域

全体で支え合う包括的な医療・介護体制の構

築は、最も重要な課題の一つと考えておりま

す。

具体的には、かかりつけ医の先生方との連

携強化、在宅復帰に向けた調整、退院後の訪

問看護や介護サービスとの橋渡しなど、患者

さま一人ひとりの状態やご家族のご希望に寄

り添いながら、最適な支援を提供できるよう

努めております。また、患者さまに安心して

療養いただくためには、医療・介護従事者間

の円滑な情報共有と信頼関係が不可欠である

と考えており、その架け橋となるべく日々努

力してまいる所存です。

地域医療・介護機関の皆さまには、引き続

きご指導、ご鞭撻を賜りますようお願い申し

上げますとともに、皆さまのご発展とご健勝

を心よりお祈り申し上げ、新年度のご挨拶と

させていただきます。



令和7年3月末 退職常勤医師

令和7年4月 入職常勤医師

婦 人 科

循 環 器 内 科

泌 尿 器 科

呼 吸 器 外 科

血 液 ・ 腎 臓 内 科

血 液 ・ 腎 臓 内 科

腫 瘍 内 科

腫 瘍 内 科

呼 吸 器 内 科

呼 吸 器 内 科

呼 吸 器 内 科

リウマチ・膠原病内科

肝 胆 膵 内 科

小 児 科

小 児 科

須 田 健 一

角 谷 宏 明

朝 倉 崇 博

黒 崎 隆

関 本 陽 菜

中 桐 悠 登

吉 田 明 可

松 下 雄 大

星 野 真 理 子

城 村 星 亜

清 原 華 也

萩 原 雅 勝

整 形 外 科

整 形 外 科

肝 胆 膵 外 科

消 化 器 外 科

放 射 線 科 （ 診 断 ）

皮 膚 科

内 科 専 攻 医

初 期 研 修 医

初 期 研 修 医

初 期 研 修 医

初 期 研 修 医

初 期 研 修 医

初 期 研 修 医

初 期 研 修 医

初 期 研 修 医

南 谷 尚 輝

田 村 峻 也

渡 邉 元 己

青 山 諒 子

辻 坂 拓 実

西 村 優

上 田 峻 右

山 崎 美 百 合

潰 瀧 将 也

上 山 颯 斗

鍵 田 明 宏

神 戸 麻 衣

加 来 竜 船

黒 松 俊 吾

松 田 拓 登

千 菊 智 紀

田 中 章 博

上 角 亮 介

打 越 史 佳

大 島 友 里

新 谷 穣

塚 本 遥 香

國 重 玲 紋

伊 藤 信 治

児 玉 侑 香

村 松 敏 郎

駒 谷 真

髙 島 耕 太

西 野 将 矢

婦 人 科

消 化 器 外 科

小 児 科

小 児 科

呼 吸 器 内 科

呼 吸 器 内 科

呼 吸 器 内 科

泌 尿 器 科

循 環 器 内 科

循 環 器 内 科

肝 胆 膵 内 科

消 化 器 内 科

消 化 器 内 科

呼 吸 器 外 科

大 山 泰 世

深 野 あ や 乃

中 井 大 嵩

橘 拓 也

北 村 知 也

大 平 友 弘

小 出 美 柚

土 本 和 司

川 原 玲 子

堀 川 正 悦

康 彩

齋 藤 美 紅

木 村 誠 一

辻 真 之 介

血 液 ・ 腎 臓 内 科

血 液 ・ 腎 臓 内 科

麻 酔 科

整 形 外 科

整 形 外 科

放 射 線 科 （ 診 断 ）

皮 膚 科

リウマチ・膠原病内科

緩 和 医 療 科

内 科 専 攻 医

初 期 研 修 医

初 期 研 修 医

初 期 研 修 医

初 期 研 修 医
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令和7年3月24日 時点

南 野 成 則

浄 弘 祐 介

三 橋 勇 人



和泉市立総合医療センター 地域連携センター
月～金曜日 9：00～19：00まで
土 曜 日 9：00～13：00まで
（但し祝日・年末年始の休日は除く）

TEL: 0725-41-3150（直通）

FAX: 0725-41-2513 (直通）

休診・代診については、ホームページ（休診案内）をご確認いただくか、

地域連携センターまでお問い合わせくださいますようお願い申し上げます。

4月の休診・代診について

TOPIC 『第5回 歯科地域連携学術講演会』開催のご報告

令和7年3月20日（木）、和泉市歯科医師会との共催による『第5回 歯科地域連携学術講演会』を開催い

たしました。 33名の歯科医師、歯科衛生士および医療関係者の方にご参加いだたきました。お忙しい中、

ご参加くださいました皆様には心より御礼申し上げます。

当日は、歯科口腔外科部長 水谷 雅英より『当院を受診した口腔がんについて 開設から6年半が経過し

て』、歯科衛生士主任 石田 あかねより『口腔がん早期発見のために ～歯科衛生士の視点から～』、歯科

口腔外科医師 内田 修爾より『当科で摘出された外科的繊毛嚢胞について』について講演を行いました。

講演会の開催を通して地域の先生方や多職種の皆さまに当院の取り組みを知っていただき、より良い連

携を目指し、患者様第一の医療を提供するために精進していく所存です。

至らない点があるかとは思いますが、今後ともご指導ご鞭撻のほど宜しくお願い申し上げます。

地域連携センター
予約受付時間

歯科口腔外科
部長 水谷 雅英

歯科衛生士
主任 石田 あかね

和泉市歯科医師会
会長 上嶋 一之 先生

歯科口腔外科
医師 内田 修爾

講演中の様子

TOPIC 骨塩定量検査 の検査予約を承っております

診察・検査予約依頼書の□骨塩定量（身長： cm / 体重： ㎏）に し、身長と体重を記入後、
FAXいただければ予約票を返信させていただきます。

検査時間は10分ほどで
終わります！

検査日時：月～金曜日 9：00～16：00
お好きな時間に
8番地域連携センターに
お越しください。
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